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鉄より丈夫なゲル
─柔靱な複合材料─

■研究の内容

　我々が開発したガラス繊維複合ゲル
は割れない、引裂けない、ちぎれにく
いといった性質を示す。一般に、複合
材料と言えば CFRP やガラス繊維強化
プラスチック（GFRP）などが広く用い
られている。これらの繊維強化プラス
チック同様、繊維強化ゲルは繊維の特
性により、引張に対しては硬く・強い
性質を示す、一方で曲げに対してはゲ
ルの特性を生かして柔らかく・しなや
かにふるまう。また、母材に用いる自
己修復性ポリアンフォライト（PA）ゲ
ルは、変形に対して大きくエネルギー
を散逸する機能を有しているため、単
体でも丈夫である。さらにゲルが柔軟
であるため、繊維と複合することによっ
て、局部的な歪を繊維を介して遠くの
母材まで伝えることができるため、結
果として材料全体で大きくエネルギー
を散逸する。つまり、著しく丈夫である。

■応用例

・人工靭帯・人工腱
・ソフトロボット構造部材
・耐衝撃材料

■本研究に関連する知的財産

PCT/JP2014/072080「�COMPOSITE�COMPRISING�FABRIC�AND�POLYAMPHOLYTE�
HYDROGEL�AND�PREPARATION�METHOD�THEREOF」

■産業界へのアピールポイント

　新たな用途をご提案いただける企業があればその
アイデアの実証と実用化を目指した共同研究を希望
します。

ガラス織物複合 PA ゲルは金属、CFRP、セラミクスと比べて靱
性が高く、柔らかい
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ガラス繊維と自己修復ゲルを複合化することによって、カーボン繊維
強化プラスチック（CFRP）よりも丈夫なゲルを実現した。ゲルを母材
とするため、曲げに対してはゴムのようにしなやかであるが、引裂き
に対してはCFRPよりも靱性が高く、壊れにくい。
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※お問い合わせは 北海道大学 産学 ･ 地域協働推進機構まで（最終ページ参照）

N

218_ 黒川　孝幸先生


